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令和５年度 第９回下野市教育委員会定例会議事録 

 

 日  時  令和５年１２月２０日（水）午後１時３０分～午後４時００分 

 会  場  下野市役所３階 ３０３会議室 

 出席委員   教 育 長  石﨑 雅也   職務代理者  永山 伸一 

        委   員  石嶋 和夫   委   員  佐間田 香 

 欠席委員   委   員  川田 玲子 

 出席職員   教育次長           近藤 善昭 

教育総務課長         高山 正勝 

学校教育課長           石島 直 

生涯学習文化課長       根本 宣明 

文化財課長          山口 耕一 

スポーツ振興課長       伊藤 隆行 

教育総務課課長補佐      平野 享 

学校教育課主幹兼指導主事   水本 百合子 

教育総務課主事        慶留間 遥 

    

 

 公開・非公開の別  公開（一部非公開） 

 傍 聴 者   ０ 人 

 報道機関   ０ 人 

 議事録（概要）作成年月日  令和６年１月１５日 

 

教育長の報告 

報告第４８号  寄附の受入状況について 

報告第４９号  下野市教育支援委員会の判定結果について（第３回答申） 

報告第５０号  令和５年第４回下野市議会定例会の報告について 

（追加） 

報告第５１号  下野市物価高騰対策学校給食費支援事業給付金交付要綱の制

定について 

報告第５２号    自治医科大学地域医療情報研修センターの利用の支援に関す

る要綱の制定について 

 

議  事 

議案第３８号  令和５年度下野市教育委員会表彰被表彰者の決定について 
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そ の 他 

（１）令和６年度下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察候補地（案）につ

いて 

（２）令和６年度下都賀地区市町教育委員会連合会教育委員全体研修会講師

（案）について 

（３）令和６年下野市二十歳のつどいについて 

（４）令和６年下野市年輪のつどい 

（５）寄附の受入について 

（６）下野市立小・中・義務教育学校卒業式の臨席願いについて 

（７）令和５年度教育委員と保護者の懇談会について 

（８）令和５年度第１回下野市総合教育会議の日程について 
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１．開会 

（石﨑教育長）   ただいまから、令和５年度第９回下野市教育委員会定例会を

開会する。 

 

 ２．教育長あいさつ 

（石﨑教育長）   １１月１７日から本日１２月２０日までの職務について報告

する。 

・ １１月１８日、石橋北小学校において運動会が開催された。 

・ １１月２０日、株式会社誠和。による食育出前授業が石橋

北小学校において実施された。 

・ １１月２１日、石橋小学校創立１５０周年記念式が開催さ

れた。 

・ 同日、市児童表彰式を実施した。県立栃木特別支援学校肢

体不自由教育部門に通う児童１名に、メダルと表彰状を授

与した。 

・ １１月２２日、議員全員協議会が開催された。 

・ 同日、後期第１回下都賀地区教育長部会が開催された。 

・ １１月２７日、国分寺東小学校において共同訪問を実施し

た。下都賀教育事務所からは所長をはじめ６名、市教育委

員会事務局からは教育長をはじめ６名が参加した。 

・ １１月２８日、第７回市定例校長会議を開催した。自治医

科大学から「臨床研究への児童生徒のボランティア募集に

ついて」、市こども福祉課から「下野市子育て支援ニーズ

調査ご協力のお願い」等の説明があった。 

・ １１月２９日、市優秀優良教職員の選考打合せを実施した。 

・ １１月３０日、令和５年第４回市議会定例会が開会した。 

・ １２月１日、市議会一般質問が行われた。 

・ １２月２日、市人権教育講演会が石橋公民館において開催

された。 

・ １２月３日、高藤直寿選手の応援のため、柔道東京グラン

ドスラム２０２３を現地で観戦した。 

・ １２月４日、市議会一般質問が行われた。 

・ １２月６日、人事異動に関する懇談を下都賀教育事務所に

おいて実施した。 

・ １２月９日、市内外の６幼稚園による下野ライオンズカッ

プキッズサッカー大会が、別処山公園において開催された。 

・ 同日、第１回市ふれあい学習推進委員会が国分寺公民館に

おいて開催された。 

・ 同日、ふれあい学習推進委員会兼学校運営協議会研修会が

開催された。 

・ １２月１０日、第１８回下野市南河内地区一周駅伝競走大
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会が、小学生の部９チーム、中学生の部６チーム、一般の

部７チーム、オープン参加１チームの計２３チームの参加

により開催された。 

・ １２月１３日、議員全員協議会が開催された。 

・ １２月１５日、令和５年第４回市議会定例会が閉会した。 

・ 同日、石橋中学校の田熊利光校長と大島久美子栄養教諭が、

栃木県学校給食優良学校等表彰を受賞されたことにより、

教育長を表敬訪問した。 

・ １２月１６日、令和５年度Ｓｈｉｍｏｔｓｕｋｅ Ｅｎｇ

ｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍを開催し、「英語プレゼンテーション

発表」「国際交流会」を実施した。 

・ 同日、子ども未来プロジェクト実践報告会を開催した。 

・ １２月１９日、市教育委員の学校訪問（出前教育委員会）

を、国分寺中学校において実施した。 

・ 同日、第１回市学校適正配置基本計画策定委員会を開催し

た。 

以上の報告内容について、質疑等はあるか。 

（永山委員）   「自治医科大学の臨床研究への児童生徒のボランティア募集」

というのは、具体的にどのようなものなのか。 

（石島学校教育課長）   生活習慣病の傾向を持っている子どもの治療にあたり、子ど

もの血管の状態の正常値を算出するため、市内学校の児童生徒

に、簡単な検査の協力を依頼したいという案内であった。今年

度実施体制を整え、早ければ来年の１月に案内を出し、来年度

から実施する形を取れれば、とのことであった。 

（永山委員）   採血などはしないということでよろしいか。 

（石島学校教育課長）   採血はしない。血圧計を使用した検査と、簡単なアンケート

調査を実施するとのことであった。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

 

３．議事録署名人の選任 永山委員及び佐間田委員を指名 

 

４．前回議事録の承認 

（石﨑教育長）   前回議事録について、事務局に説明を求める。 

（平野教 育 総 務 課 課長 補 佐 ）   令和５年度第８回教育委員会定例会議事録について、修正箇

所はなかった旨説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

議事録はこのとおり決定とする。 

 

        ５．教育長の報告 

（石﨑教育長）   報告第４８号、寄附の受入状況について、説明を求める。 

（高山教育総務課長）   全国共済農業協同組合連合会栃木県本部から、市内全ての
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小・中・義務教育学校に５Ｌ消毒液１３本の寄附があった旨報

告を行う。なお、各小学校、中学校に１本ずつ、義務教育学校

に対し２本が寄贈された。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

ここで諮る。報告第４９号については、個人情報に関する案

件であるため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

４条第７項の規定により、非公開として進めたいと思うが、よ

ろしいか。（全委員承認） 

          それでは、報告第４９号については非公開として進める。

（教育長、教育委員、教育次長、教育総務課長、学校教育課長、

学校教育課指導主事及び事務局職員以外は退出） 

          報告第４９号、下野市教育支援委員会の判定結果について

（第３回答申）、説明を求める。 

 

          以下、非公開。 

 

（石﨑教育長）   ここで、非公開を解く。 

続いて、報告第５０号、令和５年第４回下野市議会定例会の

報告について、説明を求める。 

（近藤教育次長）   資料に基づき、令和５年第４回下野市議会定例会の日程、教

育委員会関連議案、教育委員会関連一般質問及び答弁の内容に

ついて説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   昨日の出前教育委員会でも、不登校についてということで話

題になったが、校内教育支援センターを設置している学校はど

こなのか。 

（石島学校教育課長）   学校名は公表できないが、現在５校に設置している。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

          ここで諮る。本日、事務局から報告事項の追加提出があった

ため、報告第５１号及び報告第５２号として追加してよろしい

か。（全委員承認） 

          それでは、報告第５１号、下野市物価高騰対策学校給食費支

援事業給付金交付要綱の制定について、説明を求める。 

（高山教育総務課長）   資料に基づき、学校給食費支援事業給付金交付事業の内容及

び下野市物価高騰対策学校給食費支援事業給付金交付要綱の制

定について説明を行う。なお、この要綱は公布の日から施行し、

令和６年３月３１日限りで効力を失うものとする。ただし、同

日までに受付がされた給付金については、その効力を有するこ

ととする。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（石嶋委員）   この事業は下野市だけの事業なのか。それとも他市町、例え
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ば下都賀地区内の市町でも実施しているのか。 

（高山教育総務課長）   今回の事業は、国から追加交付された「物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金」を財源として実施するものである。こ

の臨時交付金は、各市町において様々な事業に充てているため、

各市町の詳細な状況については確認できていない。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第５２号、自治医科大学地域医療情報研修セン

ターの利用の支援に関する要綱の制定について、説明を求める。 

（根本生涯学習文化課長）   資料に基づき、支援内容の概要及び自治医科大学地域医療情

報研修センターの利用の支援に関する要綱の制定について説明

を行う。なお、施行日は令和６年４月１日である。ただし、支

援を受けるために必要な準備行為は、要綱の公布日から可能と

する。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   二点尋ねる。まず、活動を行う団体の関係者の駐車料金はど

うなるのか。また、支援の対象とする事業が「市又は市教育委

員会が行事等の共同主催者となっている」ものに限られている。

この条件であると、ほとんどの事業において利用できないので

はないかと思うが、年間何回程度の利用を見込んでいるのか。 

（根本生涯学習文化課長）   まず駐車料金についてである。駐車料金については、第一駐

車場と呼ばれる病院前の駐車場を利用できるため、割引処理を

した上で 200 円までを上限として負担いただくこととなる。 

（佐間田委員）   大講堂の利用料金を支払い、活動を行う団体の関係者でも、

駐車料金は発生するのか。 

（根本生涯学習文化課長）   団体の関係者については、大講堂の北側にゲートがない駐車

場があるのだが、そちらの駐車場は病院側との交渉や調整、施

設の利用状況に応じて開放してもらえるのではないかと考えて

いる。 

          また、団体の利用見込みについてであるが、１つは下野市立

学校音楽祭で、音楽祭については、条件設定が複雑だというこ

とと、市も事務局として入っているということにより、負担金

を徴収しない方向で考えている。その他、考えられるものとし

て、文化協会の事業等で申し出があった場合を想定している。

また、定住自立圏内の事業を本市で行う必要がある場合には、

当該施設を利用することになるのではないかと考えている。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、議事に移る。 

 

６．議事 

（石﨑教育長）   ここで諮る。議案第３８号については、個人情報に関する案

件であるため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１
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４条第７項の規定により、非公開として進めたいと思うが、よ

ろしいか。（全委員承認） 

          それでは、議案第３８号については非公開として進める。 

          議案第３８号、令和５年度下野市教育委員会表彰被表彰者の

決定について、説明を求める。 

 

          以下、非公開 

 

（石﨑教育長）   議案第３８号を決定してよろしいか。（全委員承認） 

          議案第３８号は原案のとおり決定する。 

          ここで、非公開を解く。 

続いて、その他に移る。 

 

        ７．その他 

（石﨑教育長）   （１）令和６年度下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察

候補地（案）について、（２）令和６年度下都賀地区市町教育

委員会連合会教育委員全体研修会講師（案）については、関連

があるため、一括して説明を求める。 

（高山教育総務課長）   まず、（１）令和６年度下都賀地区市町教育委員会連合会学

事視察候補地（案）について説明する。学事視察については、

下都賀地区市町教育委員会連合会の行事として、令和６年７月

４日から５日にかけて予定されている。７件の視察候補地案が

示されているため、希望候補地を３つまで選定してほしい。な

お、６番、７番が本市から提案したものである。 

続いて、（２）令和６年度下都賀地区市町教育委員会連合会

教育委員全体研修会の講師（案）についてである。全体研修会

については、先ほどと同様、下都賀地区市町教育委員会連合会

の行事として、令和６年７月２６日に予定されている。こちら

についても７件の講師案が示されているため、希望講師を３名

まで選定してほしい。なお、５番から７番が本市から提案した

ものとなっている。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

          それでは、学事視察についてである。まず以前、教育委員の

皆様から推薦いただいた６番、７番について選定してよろしい

か。（全委員承認） 

また、１番については、７番と都道府県、テーマ共に相通じ

るものがあるため、こちらを選定するのはいかがか。（全委員

承認） 

続いて、教育委員全体研修会講師案については、やはり以前、

教育委員の皆様から推薦いただいた５番、６番、７番を選定し

てよろしいか。（全委員承認） 
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          続いて、（３）令和６年下野市二十歳のつどいについて、

（４）令和６年下野市年輪のつどいについては、関連があるた

め、一括して説明を求める。 

（根本生涯学習文化課長）   それではまず、令和６年下野市二十歳のつどいについて説明

する。二十歳のつどいは、二十歳を迎える方の門出を祝福、激

励するため、記念事業を行うものである。南河内地区は南河内

公民館、石橋地区は石橋公民館、国分寺地区は国分寺公民館で

実施し、対象者は南河内地区１６６名、石橋地区は２４２名、

国分寺地区は１８４名である。ただし、市外にお住まいの方で

参加したい方がいた場合は、個別に案内状を出すなどして対応

しているため、実際には対象者がもう少し増えるのではないか

と考えている。１月７日午前１０時から式典を行い、その後記

念写真撮影を行う。式の中で、市長、副市長、教育長からは主

催者挨拶を行った後、教育委員の皆様については主催者紹介と

いうことで紹介をさせていただく。その他、実行委員には宣誓

をしていただき、県議会議員、市議会議長には来賓祝辞をいた

だく予定である。 

続いて、年輪のつどいについて説明する。１月７日午後１時

半から、石橋公民館２階会議室において開催する。元栃木県教

育委員長である廣瀬隆人氏の講演と、アトラクションとしてコ

ンサートを予定している。今のところ、６０名の参加者が見込

まれている。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   二十歳のつどいの会場は、コロナ禍が明けたため、元の公民

館に戻ったということなのか。 

（根本生涯学習文化課長）   そのとおりである。５月にコロナが５類へ移行したことを踏

まえ、三密対策というよりは、駐車場の確保の問題や、石橋公

民館については新しい施設となったため、ぜひ利用していただ

きたいという部分もあり、公民館での実施となった。消毒や、

体調が悪い方についてはマスクをしていただくなどの対応は継

続したいと思うが、それぞれの会場において交流を深めてもら

える事業にしたいと考えている。 

（佐間田委員）   卒業後、子どもたちは母校に入る機会があまりない。昨年度

は母校での実施であり、写真も卒業アルバムに重なるようで、

「この体育館でこういうことがあった」という恩師の挨拶もあ

り、非常に良いと感じた。公民館に戻ってしまい残念である。 

（石﨑教育長）   国分寺、石橋地区はそれぞれの中学校において実施していた

が、南河内地区は学校で実施したのか。 

（根本生涯学習文化課長）   南河内地区については、南河内体育センターにおいて実施し

た。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 
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          それでは、私から一点尋ねる。年輪のつどいだが、講演の講

師とアトラクションの出演者は昨年度と同じなのか。 

（根本生涯学習文化課長）   同じである。 

（石﨑教育長）   出演者が一緒であっても、出席対象者は違うため問題ないと

いう判断か。 

（根本生涯学習文化課長）   工夫が足りないという指摘もあるかと思うが、講師について

は適任と判断したところである。また、アトラクションの出演

者についても、来場者からある程度、満足が得られたという意

見をいただいているため、ターゲットとして合致していると判

断したところである。 

（石﨑教育長）   了承した。他に質疑等はあるか。（特になし） 

          続いて、（５）寄附の受入について、説明を求める。 

（高山教育総務課長）   前回の定例会において、内容の確認をお願いしていた書籍に

ついて、寄附の受入れを行うかどうか、委員の皆様の意見を伺

いたい。 

（石﨑教育長）   それでは、意見等はあるか。 

（佐間田委員）   正直なところ、本当はかなり難しい内容を、ここまでよくま

とめたなと感じている。私としては、あまり意識しなければ、

学校に置いても良いのではないかと思う。 

（永山委員）   内容としては、さほど問題はないのではないかと思う。 

（石﨑教育長）   それでは、寄附の受入れを行ってよろしいか。（全委員承認） 

          それでは、他に事務局から連絡事項はあるか。 

（石島学校教育課長）   まず、本日配布した下野市立小・中・義務教育学校卒業式の

臨席願いについてである。小学校については３月１５日、中学

校については３月９日に開催する。 

続いて、前回の第８回教育委員会定例会の際、子ども未来プ

ロジェクトについて、佐間田委員及び川田委員から質問があっ

たが、当日私が不在であったため、このことについて簡単に説

明する。子ども未来プロジェクトについては、市内の中学校、

義務教育学校後期課程の代表生徒が参加し、各中学校区の取組

について成果と課題について話し合ったり、出された意見につ

いて市全体や学校区の方向を確認したり、取組について見直し、

改善を図ったりする「生徒交流会」を年に２回実施している。

こちらについては、参加者は、各学校の中心となって話合いや

取組を実施してもらうことから、生徒会役員を指定し、各学校

から５名程度選出してもらっている。１２月１６日に実施した

子ども未来プロジェクト活動報告会については、参加者対象を

「生徒会役員を基本とし、各校４名から６名」としているとこ

ろである。 

生徒交流会については、学校に戻ってから、しっかりと学校

の活動及び地域や小学校を巻き込んだ活動の中心となってもら
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うということで、生徒会役員を指定している。活動報告会につ

いては生徒会役員を基本としているが、参加者については、学

校で募ることもできる。ただし、今回の子ども未来プロジェク

ト活動報告会に参加した生徒については、全てが生徒会役員で

あったということを申し添える。 

また、子ども未来プロジェクト活動報告会についても、実施

方法についてお気づきの点があれば、ご意見をいただきたい。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（永山委員）   以前、教育のつどいの中で子ども未来プロジェクトの発表を

行っていたとき、帰ってしまう方が多かった。せっかく発表し

ているのにそれはないだろうということで、今回はＥｎｇｌｉ

ｓｈ Ｆｏｒｕｍで実施していただいたが、とても良かったと

思う。しかし、Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍの表彰式の際、子

ども未来プロジェクトで発表をしていた生徒がいなかったよう

に思うが、どのような指導になっているのか。 

（石島学校教育課長）   今回、南河内小中学校のスクールバスで、子ども未来プロジ

ェクトの発表者を学校へ迎えに行き、会場まで連れてきた。当

初はＥｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍの交流会まで参加してもらい、

終了後、学校へ送り届ける予定であったが、そうすると、学校

での解散時刻がかなり遅くなり、通常の下校時刻を大幅に過ぎ

てしまうということが分かった。午後４時半ごろまでに学校に

戻ってこられれば保護者も安心できるという学校からの意見も

あったため、今回は早めに送り届ける形になった。  

今回、初めて大きな事業を２つ併せて実施し、その結果、

様々な成果と課題も見えてきたため、実施の時間帯等を含めて、

検討したいと思う。 

（石﨑教育長）   確かに、午後２時開始は少し遅いとも感じた。開始時刻を早

めることは可能なのか。 

（石島学校教育課長）   イベントの開始は午後２時だが、実際には午前１１時から動

いている。Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍで発表する子どもたち

によるステージの確認作業や、ＡＬＴとの打ち合わせを実施し、

その間に子ども未来プロジェクトの発表生徒が到着し、別室で

のリハーサルを行い、本番を迎えている。今回、様々な方から

意見を頂いており、例えば午前中から開始し、昼に英語の交流

活動を実施したり、Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍのプログラム

をすべて実施してから子ども未来プロジェクトを実施したりす

るなど、日程の組みなおしについて十分検討したい。 

（石嶋委員）   子ども未来プロジェクトで発表した生徒も国際交流に参加で

きると、交流が盛り上がるのではないかと思う。 

（石島学校教育課長）   子ども未来プロジェクトで発表した生徒が、国際交流に参加

できなかったことが、今回の大きな反省点であると感じている。 
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（佐間田委員）   子どもに「Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍの発表は聞いた？」

と尋ねると、「リハーサルをしていたから聞いていない。」と

話していたため、ぜひＥｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍの発表も聞

かせてあげてほしい。 

（石島学校教育課長）   中学生からもそのような意見を頂いている。Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ｆｏｒｕｍも見られず、交流会にも参加できなかったため、本

当に子ども未来プロジェクトの発表だけになってしまった。Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ Ｆｏｒｕｍへの参加と、発表の練習をどのよう

に行うのが一番効果的なのかを含め、検討していく。 

（佐間田委員）   しかし、初回にしては良かったのではないかと思う。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

          では、一点尋ねる。卒業式一覧の裏面に入学式一覧があるが、

入学式の臨席願はまだ来ていないのか。 

（石島学校教育課長）   入学式の臨席願いについては１月に配付する。 

（石﨑教育長）   了承した。他に質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   子ども未来プロジェクトの他、夏に中学生議会を実施してい

るが、あちらの参加者についても、生徒会の役員が主になって

いるように思う。参加者の指定はあるのか。 

（石島学校教育課長）   中学生議会については、各学校において、参加希望も含めて

事前に質問内容の募集を行っている。質問内容を提出した生徒

を参加者とする学校もあるが、学校の代表として議会で市長や

教育長に対して質問を行うため、生徒会役員を選出している学

校もあると思う。しかし、生徒会役員を選出するよう指定して

いるわけではない。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項はあるか。 

（高山教育総務課長）   報告第５１号の中での石嶋委員からの質問に対して「臨時交

付金は、各市町において様々な事業に充てているため、各市町

の詳細な状況については確認できていない。」と回答したが、

今年度当初の状況では、財源等については把握していないが、

何らかの形で給食費に対して公的支援を実施している市町が約

１０市町ほどあるということで補足する。 

（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

          他に事務局から連絡事項はあるか。 

（平野教育総務課課長補佐）   下野市教育委員と保護者との懇談会について、市Ｐ連に実施

の確認とテーマの提出を依頼し、その回答が得られたため報告

する。日時は令和６年２月１６日であり、この日は教育委員会

定例会及び総合教育会議を開催するため、それらの終了後、午

後６時半から実施したいと考えている。出席者については、昨

年度と同様の構成で３７名。次第等についても昨年度と同様の

進行を取り、今回の懇談のテーマについては「子どもたちの生
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きる力を育む環境づくりを市と学校とＰＴＡで考える」という

ことで提案があった。懇談の時間は１時間１０分程度を予定し

ている。懇談会の開催に伴い、本日はその座長を決定していた

だきたい。なお、昨年度の座長は永山委員である。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

          それでは、永山委員にお願いしてよろしいか。 

（永山委員）   了承した。 

（石﨑教育長）   委員の皆様よろしいか。（全委員承認） 

          それでは、他に事務局から連絡事項はあるか。 

（平野教育総務課課長補佐）   令和６年２月１６日午後４時から、総合教育会議を開催する。

予定案件は「南河内第二中学校区の給食室の改修事業について」

「下野市学校適正配置基本方針について」の２件の予定である。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

          他に事務局から連絡事項はあるか。 

（根本生涯学習文化課長）   例年、当課で配布している「生涯学習情報誌エール」につい

て情報提供する。年度途中に、自治会経由をしない配付方法も

考えたが、改めて検討、調整をした結果、３月中旬を目安に、

今年度も自治会経由で配布したいと考えている。紙面の編集を

行い、ページ数の削減努力をしているが、これまでどおり公民

館の講座の案内のほか、生涯学習に関する情報を満載にしたい

と考えている。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項はあるか。（特になし） 

それでは、教育委員の皆様から連絡事項はあるか。（特にな

し） 

それでは、以上でよろしいか。（全委員承認） 

（平野教育総務課課長補佐）   次回の教育委員会定例会は、令和６年１月１５日（月曜日）

午後１時３０分から、３０３会議室で開催を予定している。 

 

        ８．閉会 

（石﨑教育長）   以上をもって、令和５年度第９回教育委員会定例会を閉会す

る。 

 

（午後４時００分閉会） 

 

 

議事録作成者 

 

 

議事録署名人 
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